
日本学術会議 生活習慣病対策分科会（24 期・第 2 回） 
 
日時  平成 30 年 11 月 28日（水）15：00～17：00 
場所  日本学術会議 5-C 
出席者 秋葉澄伯（Skype）、磯 博康、井上真奈美、香美祥二、児玉浩子、小林章雄、 

塚原典子、永田知里（Skype）、那須民江（Skype）、藤原葉子、宮地元彦、 
村田勝敬、安村誠司（Skype）、八谷 寛 

オブザーバー 横嶋 剛（文部科学省 初等中等教育局健康教育・食育課教育調査官） 
欠席者 田畑 泉 
 
議題 
1. 出席者の紹介 

委員長よりオブザーバー出席の文部科学省 初等中等教育局 健康教育・食育課教育
調査官の横嶋剛氏の紹介があり、自己紹介とご挨拶があった。今回から分科会メンバ
ーとなった塚原委員の自己紹介があった。 

2. 今期提言の骨子案の確認 
委員長より資料の確認と今期提言の骨子案の確認とこれまでの進捗説明がなされた。 

3. 過去の関連提言 
学術会議から表出された過去の関連提言について資料とともに説明された。 

4. 学習指導要領について 
中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説の総則編と保健体育編が資料として示さ
れた。オブザーバーの横嶋氏を交えて意見交換を行い、提言に盛り込む内容について
検討した。 

5. シンポジウム開催予定 
藤原委員より、2019 年 5月に開催される日本栄養・食糧学会大会時に、生活習慣病対
策分科会主催の公開シンポジウムを開くことが提案され了承された。 

6. 母子保健・学校保健情報の連結について 
データ利用に関することをいかに提言に盛り込むかは、今後引き続き検討する。 

7. その他 
 八谷委員長より第 23 期提言のインパクトレポートを提出したことが報告され

た。 
 磯副委員長より、医学部のコアカリで求められている生活習慣病教育がどの程度

行われているのか調べるためにアンケートを行うことが提案され了承された。 
 児玉委員より、来年度の臨床栄養学会でシンポジウム開催することが提案され、

企画を進めることにした。、 
 


